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夕顔 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



うき 夜半の 悪夢 と共にな つかしき ゆめ 

も あとな く 消えに ける かな (晶子) 

源氏が 六条に 恋人 を 持って いた ころ、 御所から そこ 

へ 通う 途中で、 だいぶ 重い 病気 をし 尼に なった 大武の 

乳母 を 訪ねよう として、 五条 辺の その 家へ 来た。 乗つ 

たままで 車 を 入れる 大門が しめてあった ので、 従者に 

むすこ これみつ 

呼び出させた 乳母の 息子の 惟光の 来る まで、 源氏 は 

りっぱで ない その 辺の 町 を 車から ながめて いた。 惟光 

ひがき 

の 家の 隣に、 新しい 檜 垣 を 外囲いに して、 建物の 前の 



られて 来た 扇 を 見た。 よく 使い込ん であって、 よい 

たきもの 

薫 物の 香の する 扇に、 きれいな 字で 歌が 書かれて ある。 

心 あてに それ かと ぞ 見る 白露の 光 添へ たる 夕顔の 

花 

散らし書きの 字が 上品に 見えた。 少し 意外 だ つ た 源 

氏 は、 風流 遊戯 をし かけた 女性に 好感 を 覚えた。 惟光 

- J 、 

「この 隣の 家に はだれ が 住んで いるの か、 聞いた こと 

が あるか」 



と言うと、 惟光 は 主人の 例の 好色 癖が 出て きたと 

思 つ た。 

「この 五、 六日 母の 家に おります が、 病人の 世話 をし 

ており ますので、 隣の こと はま だ 聞いて おりません」 

これみつ 

惟光が 冷淡に 答える と、 源氏 は、 

「こんな こと を 聞いた ので おもしろく 思わな いんだね _ 

でも この 扇が 私の 興味 を ひくの だ。 この辺の ことに 詳 

しい 人 を 呼んで 聞いて ごらん」 

と 言った。 はいって 行って 隣の 番人と 逢って 来た 惟 

光 は、 

「地方 庁の 介の 名 だけ をいた だいて いる 人の 家で ござ 



ました 時に、 すわって 手紙 を 書いて いる 女の 顔が 非常 

にきれ い でした。 物思いが ある ふうで ございま したよ _ 

女房の 中には 泣いて いる 者 も 確かにお りました」 

源氏 は ほほえんで いたが、 もっと 詳しく 知りたい と 

思う ふうで ある。 自重 をな さらなければ ならない 身分 

は 身分で も、 この 若さと、 この美の 備わった 方が、 恋 

愛に 興味 をお 持ちに ならない では、 第三者が 見て いて 

も 物 足らな いこと である。 恋愛 をす る 資格が ないよう 

に 思われて いる われわれ でさえ もずい ぶん 女の ことで 

これみつ 

は 好奇心が 動く ので あるから と 惟光 は 主人 を ながめて 

いた。 



あ ， J ぎ み 

一 度 だけ 逢う こと はでき ぬかと、 小 君 を 味方に して 空 

蟬に 接近す る 策 を 講じた が、 そんな 機会 を 作る という 

こと は 相手の 女 も 同じ 目的 を 持って いる 場合 だ つ て も 

困難な ので あるのに、 空蟬の ほうで は 源氏と 恋をする 

ことの 不 似合 い を、 思 い 過ぎる ほどに 思 つていた ので 

あるから、 この 上 罪 を 重ねようと はしない のであって、 

とうて い 源氏の 思うよう に はならない ので ある。 空蟬 

は それでも 自分が 全然 源氏から 忘れられ るの も 非常に 

悲しい こと だと 思って、 おりおりの 手紙の 返事な どに 

優しい 心 を 見せて いた。 なんでもなく 書く 簡単な 文字 

かれん 

の 中に 可憐な 心が 混じって いたり、 芸術的な 文章 を 書 



マ J の 間 先 払 い の 声 を 立 て させて 通る 車が) J ざいました 

め わらわ 

が、 それ をの ぞいて 女の 童が 後ろの 建物の ほうへ 来て、 

『右近さん、 早くの ぞいて ごらんなさい、 中将さん が 通 

り を いら つ しゃ います』 と 言います と 相当な 女房が 出 

て 来まして、 『まあ 静かに なさい よ』 と 手で おさえる よ 

うにしながら、 『まあ どうして それが わかった の、 私が 

のぞいて 見ましょう』 と 言って 前の 家の ほうへ 行く の 

です ね、 細い 渡り板が 通路なん ですから、 急いで 行く 

すそ 

人 は 着物の 裾 を 引っかけて 倒れたり して、 橋から 落ち 

そうにな つて、 『まあい や だ』 などと 大騒ぎで、 もうの 

ぞ きに 出る 気 も なくなりそう なんです ね。 車の 人 は 



してお ります。 向こうで は 上手に 隠せて いると 思い ま 

わらわ 

して 私が 訪ねて 行って る 時な どに、 女の 童 などが うつ 

か リ 一一 一一 n 葉 を すべらし たりいた します と、 いろいろに 一一 一一 n 

い 紛らしまして、 自分 たちだけ だとい う ふう を 作ろう 

といたし ます」 

と 言って 笑った。 

「おまえの 所へ 尼さん を 見舞いに 行った 時に 隣 を のぞ 

かせて くれ」 

と 源氏 は 言って いた。 たとえ 仮住まいで あっても あ 

の 五条の 家に いる 人な の だから、 下の 品の 女であろう 

が、 そうした 中に おもしろい 女が 発見で きれば と 思う 



よさが わかる ので はない かと、 それ を 望んでも できな 

いの だから 途絶えの 起こって くるわけ はない、 した 

が つ て 女の 気持ち を 不安に 思う 必要 はない の だと 知つ 

ていた。 

すきま 

八月の 十五夜であった。 明るい 月光が 板屋 根の 隙間 

だらけの 家の 中へ さし 込んで、 狭い 家の 中の 物が 源氏 

の 目に 珍しく 見えた。 もう 夜明けに 近い 時刻な ので あ 

ろう。 近所の 家々 で 貧しい 男た ちが 目 を さまして 高声 

で 話す のが 聞こえた。 

ことし 

「ああ 寒い。 今年 ， J そもう 商売のう まく い く 自信が 持 

て なくなった。 地方 廻り もで きそうで な いんだから 心 



こわ からうす 

恐い 音 をさせる 唐臼な ども、 すぐ 寝床の そばで 鳴る よ 

うに 聞こえた。 源氏 もや かまし いとこれ は 思った。 け 

れど もこの 貴公子 も 何から 起こる 音と は 知らな いので 

ある。 大きな たまらぬ 音響の する 何 か だと 思って いた _ 

そのほか にも まだ 多くの 騒がしい 雑音が 聞こえた。 白 

きぬた 

い 麻布 を 打つ 砧 のかす かな 音 も あちこち にした。 空 

を 行く 雁の 声 もした。 秋の 悲哀が しみじみと 感じられ 

る。 庭に 近い 室であった から、 横の 引き戸 を 開けて 二 

人で 外 を ながめる のであった。 小さい 庭に しゃれた 姿 

の 竹が 立って いて、 草の 上の 露 はこん なと ころの も 二 

条の院 の 前栽のに 変わらず きらきらと 光って いる。 虫 



も つ と 深く この 人 を 知りたい 気がして、 

「さあ 出かけましょう。 この 近くの ある 家へ 行って、 

気楽に 明日まで 話しましょう。 こんな ふうで いつも 暗 

い 間に 別れて いかなければ ならな いのは 苦しい から」 

と 一一 一一 n うと、 

「どうして そんなに 急な こと をお 言い出し になります 

の」 

おおように 夕顔 は 言って いた。 変わらぬ 恋 を 死後の 

世界にまで 続けようと 源氏の 誓う の を 見る と 何の 疑念 

も はさまずに 信じて よろこぶ 様子な どのうぶ さは、 一 

度 結婚した 経験の ある 女と は 思えない ほど 可憐で あ つ 



殿に ついていた 灯 も 消えた。 風が 少し 吹いて いる。 こ 

んな 夜に 侍者 は 少なくて、 しかも ありた けの 人 は 寝て 

t す こ 

しまって いた。 院の 預かり 役の 息子で、 平生 源氏が 手 

もとで 使って いた 若い 男、 それから 侍 童が 一人、 例の 

随身、 それだけが 宿直 をして いたので ある。 源氏が 呼 

ぶと 返辞 をして 起きて 来た。 

ろうそく つるう 

「蠟燭 をつ けて 参れ。 随身に 弓の 絃 打ち をして 絶えず 

声 を 出して 魔性に 備える ように 命じて くれ。 こんな 寂 

しい 所で 安心 をして 寝て いていい わけはない。 先刻 

これみつ 

惟光が 来たと 言って いたが、 どうした か」 

「参って おり ましたが、 御用 事 もない から、 夜明けに 



の そばで うつ 伏せに な つていた。 

「どうしたの だ。 気違い じみた こわがりよ うだ。 こん 

きつね 

な 荒れた 家な どと いう もの は、 狐な どが 人 をお どし 

てこ わがら せる の だよ。 私が おれば そんな ものに おど 

かされ はしない よ」 

と 言って、 源氏 は 右近 を 引き起こした。 

「 と て も 気持ちが 悪う) J ざいます ので 下 を 向いて おり 

ました。 奥様 は どんなお 気持ちで いらっしゃい ますこ 

とでしょう」 

「そうだ、 なぜ こんなにば かりして」 

と 言って、 手で 探る と 夕顔 は 息 もして いない。 動か 



惟光 を そばへ 呼んだ が、 自分が 今 言わねば ならぬ こと 

が あま リ にも 悲しい ものである こと を 思う と、 急に は 

け ± 、-, な 

言葉が 出ない。 右近 は 隣家の 惟光が 来た 気配に、 亡き 

夫人と 源氏との 交渉の 最初の 時から 今日までが 連続 的 

に 思い出されて 泣いて いた。 源氏 も 今まで は 自身 一人 

が 強い 人に なって 右近 を 抱き かかえて いたのであった 

が、 惟光の 来たのに ほっとす ると 同時に、 はじめて 心 

の 底から 大きい 悲しみが 湧き上がつ てきた。 非常に 泣 

ちゆ-つちよ 

いたのち に 源氏 は 躊躇 しながら 言い出した。 

「奇怪な ことが 起こった の だ。 驚く という 言葉で は 現 

わせない ような 驚き を させられた。 人のから だに こん 



いて 世の中の いろいろな 経験 を 持って いる 人が 頼もし 

いので ある。 源氏 も 右近 も 惟光 も 皆 若かった。 どう 処 

置 をして いいの か 手が 出ない ので あつたが、 やっと 惟 

/C, 、ゝ 、 

先 力 

「この 院の 留守 役な ど に 真相 を 知ら せる こと はよ くご 

ざいません。 当人 だけ は 信用が できましても、 秘密の 

洩れ やすい 家族 を 持って いまし ようから。 ともかくも 

ここ を 出て いらっしゃ いませ」 

と 言った。 

「でも ここ 以上に 人の 少ない 場所 は ほかにな いじ やな 

ヽ > I 

レカ」 



「それ はそう でございます。 あの 五条の 家 は 女房な ど 

が 悲しがって 大騒ぎ をす るでしょう、 多い 小 家の 近所 

隣へ そんな 声が 聞こえます とたち まち 世間へ 知れて し 

まいます、 山寺と 申す もの はこうした 死人な ど を取リ 

扱い 馴れて おりましょう から、 人目 を 紛らす のに は 都 

合が よいよう に 思われます」 

考える ふう だ つ た 惟光 は、 

「昔 知って おります 女房が 尼に なって 住んで いる 家が 

東 山に ございま すから、 そこ へ お移しいた しましょう _ 

めのと としょ リ 

私の 父の 乳母 をして おりまして、 今 は 老人に なって い 

る 者の 家で ございます。 東 山です から 人が たくさん 行 



いのち 

そして 生命の 危険が 迫って くるよう な 心細 さ を 覚えて 

みかど きのう 

いると、 宮中のお 使いが 来た。 帝 は 昨日 もお 召しに 

な つ た 源氏 を 御覧に なれな か つたこと で 御 心配 を あそ 

ばされ るので あった。 左大臣 家の 子息た ち も 訪問して 

とうのち ゆうじょう 

来たが そのうちの 頭 中将 にだけ、 

「お立ちに な つ たままで ちょ つと こちら へ 」 

と 言わせて、 源氏 は 招いた 友と 御簾 を 隔てて 対した _ 

めのと 

「私の 乳母の、 この 五月 ごろから 大病 をして いました 

ききめ 

者が、 尼に なつたり などした ものです から、 その 効験 

でか 一時 快くな つてい ましたが、 また このごろ 悪くな 

りまして、 生前に もう 一 度 だけ 訪問 をして くれな どと 



た。 ただ 悲しみに 胸が 搔き 乱された ふうで 目的地に 着 

す 一， J すま い 

いた。 凄い 気の する 所で ある。 そんな 所に 住居の 板屋 

みどう 

があって、 横に 御堂が 続いて いるので ある。 仏前の 燈 

明の 影が ほのかに 戸から すいて 見えた。 部屋の 中には 

一 人の 女の 泣き声が して、 その 室の 外と 思われる 所で 

は、 僧の 二、 三人が 話しながら 声 を 多く 立てぬ 念仏 を 

ごんぎょう 

していた。 近くに ある 東 山の 寺々 の 初夜の 勤行 も 終 

きよみず ひ 

わった ころで 静かだった。 清水の 方角に だけ 灯が たく 

さん ナぃ ナまぃ 

さんに 見え て 多くの 参詣人の 気配 も 聞か れ るので ある _ 

むすこ 

主人の 尼の 息子の 僧が 尊い 声で 経 を 読む のが 聞こえて 

きた 時に、 源氏 は からだじゅうの 涙が ことごとく 流れ 



し 楽に 感ぜられる 時な どに は、 右近 を 呼び出して 居間 

の 用な ど を させて いたから、 右近 は そのうち 二 条の院 

の 生活に 馴れて きた。 濃い 色の 喪服 を 着た 右近 は、 

よ 1 つぼ 一つ 

容貌な ど はよ くもない が、 見苦しく も 思われぬ 若い 女 

房の 一 人と 見られた。 

「運命が あの人に 授けた 短い 夫婦の 縁から、 その 片割 

れの私 ももう 長く は 生きて いないの だろう。 長い間た 

よりにし てきた 主人に 別れた おまえが、 さぞ 心細いだ 

ろうと 思う と、 せめて 私に 命が あれば、 あの人の 代わ 

りの 世話 をしたい と 思った こと もあった が、 私 も あの 

人の あと を 追う らしい ので、 おまえに は 気の毒 だね」 



でに なりました ことから、 あなた 様が おいでにな るよ 

うな ザ J とに なりまして 、 あの 家が あの 家で ござ います 

から 侘しが つ ておいで になった ようで ございます。 普 

通の 人と はまる で 違う ほど 内気で、 物思い をして いる 

と 人から 見られる だけで も 恥ずかしくて ならない よう 

にお 思いに なりまして、 どんな 苦しい こと も 寂しい こ 

とも 心に 納めて いらし つ たようで ございます」 

右近の この 話で 源氏 は 自身の 想像が 当たった ことで 

満足が できた とともに、 その 優しい 人が ますます 恋し 

く 思われた。 

「小さい 子 を 一 人 行方不明に したと 言って 中将が 憂鬱 



預けに な つたので 一 J ざいます」 

と 右近 は 言って いた。 静かな 夕方の 空の 色 も 身に し 

む 九月だった。 庭の 植え込みの 草な どが うら 枯れて、 

もう 虫の 声 も かすかに しかしなかった。 そしてもう 少 

もみじ けしき 

しずつ 紅葉の 色づ いた 絵の ような 景色 を 右近 はなが め 

ながら、 思い も よらぬ 貴族の 家の 女房に な つてい る こ 

と を 感じた。 五条の 夕顔の 花の 咲き かかった 家 は 思い 

い えば と 

出す だけで も 恥ずかし いので ある。 竹の 中で 家 鳩と い 

う 鳥が 調子 はずれに 鳴く の を 聞いて 源氏 は、 あの 某院 

かれん 

で この 鳥の 鳴いた 時に 夕顔の こわがった 顔が 今 も 可憐 

に 思い出されて ならない。 



い 女であった という 思い出 だけ は 源氏の 心に 留めて お 

きたいと 願って いるので ある。 もう 一人の 女 は 蔵人 少 

将と 結婚した という 噂 を 源氏 は 聞いた。 それ はお か 

しい、 処女で ない 新妻 を 少将 はどう 思う だろうと、 そ 

おっと ままむすめ 

の 良人に 同情 もされた し、 また あの 空蟬の 継娘 は ど 

んな 気持ちで いるの だろうと、 それ も 知りた さに 小 君 

を 使いに して 手紙 を 送った。 

死ぬ ほど 煩悶して いる 私の 心 はわ かります か。 

をぎ 

ほのか にも 軒ば の 荻 をむ すばず ば 露 の か) J と を 何 

にかけ まし 



底本 ： 「全訳 源氏物語 上巻」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1971 (昭和お) 年 8 月^日 改版 初版 発行 

1994 (平成 6) 年匸 月^日 S 版 発行 

※この ファイル は、 古典 総合 研究所 (http://www. 

genji.co.jp/) で 入力され たもの を、 青空 文庫 形式に あ 

ら ためて 作成し ました。 

※校正に は、 2002 (平成^:) 年 4 月 5 日；： 版 を 使 

用し ました。 

入力 ： 上田 英代 

校正 ： 小林繁 雄、 鈴 木 厚司 

2 003 年 4 月^日 作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



